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私が林 長蔵先生に出会いましたのは、正式には昭和42年（1967年）4月1日に大阪大学医学部付属

病院中央臨床検査部（阪大病院中検）に入職した時でした。「正式には」と表現しましたのは阪大

病院中検に入職する前にお会いさせていただいたからです。私が大学４回生の学生時代に大阪市内

のある病院における自主実習で臨床検査、特に臨床化学（当時は化学検査と称していました）に出

くわし、病院臨床検査科（部）に就職するのだったら阪大病院中検に林 長蔵（当時は国立大阪病院

研究検査科に在籍されていました）先生が昭和41年（1966年）10月に着任されるから、阪大病院中

検の林 先生の指導を受けた方がよいとアドバイスを受けて、林 先生をお訪ねしたのが最初でした。

阪大病院中検入職後は「林 先生は阪大病院中検を名実ともに評価の高い検査部にしたい」との思

いを、「ローマは一日にして成らず」の熱意をもって語られていました。また、研究や検討につい

ては林 先生の指導で深夜３時ごろまで実験したことが多くあったが、林 先生も実験結果が出るま

で中検部員室に残っておられること多くありました。また、個人的には「飲み」につれて行ってい

ただくことも多く、私が血気盛んな23歳ぐらいから32歳ぐらいまでは公私ともに厳しいご指導を受

けました。

私は林 先生のご指導受けたスタッフ（林 門人）が育っていった阪大病院中検の一番いい時代に

在籍しましが、昭和51年（1976年）4月に、当時、文部省の１県１医学部、医科大学の新設構想で

愛媛大学医学部付属病院中央検査部（愛大病院中検）技師長として出向を命ぜられました。「自分

の城を築いてこい！」が送り出されたお言葉でした。その当時は林 門人の方々も他施設に技師長で

移っていく時代でした。

昭和57年（1982年）3月に当時の国立循環器病センター臨床検査部（国循センター臨検）に転任

することが決まり、林 先生に愛媛に来ていただき、創設から７年間在籍しました愛大病院中検を案

内させていただきました折に、滅多に褒めることをされない 林 長蔵先生がここまでよく頑張って

検査部を創設したと言っていただきました。恩師林 先生はやっと何とか私が一人前に育ったと思わ

れたのかなと思いました。

林 人事で阪大病院中検から愛大病院検査部、国循センター臨検と出向・転任の過程で「仕事、研

究、教育に関して、事の大小にかかわらず真剣に取り組むことが大切であることを林 先生から無言

のうちに教えられていたと思います。

一方、林 先生の大きな実績は精度管理の一環として、日本臨床化学会（臨床化学分析部会）近畿

支部で実験・検討し始めた酵素活性測定標準法確立や大阪府医師会臨床検査精度管理調査における

酵素標準物質調製に関する研究は、酵素活性測定値の施設間誤差を解消する基本的な考え方を提唱

されて、林 先生に繋がっている方々の実験・検討が起点となって、全国的に実学研究として拡がっ

りを受けるものと思って行ったところ、あっさりと許していただけました。それどころか、応接室

で「お茶でも飲んで行きなさい。」という優しいお言葉をいただきました。優しくされると付け上

がるのが私の悪い性格で、勉強会の内容に関して質問したのですが、営業担当者としてあるまじき

発言でした。「先生方はお金をいただいて酵素活性を測定しているにも関わらず、１単位が何たる

かハッキリしていないのですか。」今考えても、よく言ったなと思いますが、これに対して「その

通りだ、君がここに来て、１単位は何かをハッキリさせなさい。」と言われました。これがきっか

けで私が大阪大学医学部附属病院に就職しました。この様な私に、３名の先生方を紹介するから、

それぞれの先生の元に勉強に行きなさい。「酵素のことは大阪大学蛋白質研究所・堀尾 武一 教授

（後の副学長）、ASTのことは医学部第２薬理学教室の和田　 博 教授、分光光度計のことは大阪大学

工学部 南　 茂夫 教授（日本分光学会会長）の所に行きなさい。」と言われたのです。しかし、私

は酵素の「こ」の字も、臨床検査の「り」の字も分かっていませんし、職位も非常勤職員にもなる

こともできない身分でした。この様な私なりの矛盾に満ちあふれた環境下で、作業の進展のないこ

とに対して、頭の上からものすごい罵声を浴びました。「この環境にはとても馴染むことができな

い。」と何度も挫折しそうになりました。しかし、そのお陰で、様々な遊びと決別することができ

ました。酵素活性の標準化は「林 先生の信念」、いや、「根性の塊」でありました。この姿勢に、い

ち早く協力してくださったのは故・菅野 剛史 先生でした。慶応大蓼科山荘にて、「施設間差是正」

をテーマに、夏期セミナーを開催していただきました。その後のことは多くの方がご存じの通りの

経過をたどり、今日では実質上の施設間差はなくなりました。林 先生はB-Hメータの開発（ビリル

ビン測定装置）をはじめ、多くの成果を成し遂げられ、臨床検査の一時代を作られ、すばらしい業

績を上げられました。今でも、仕事から逃避し、だらしのないことをしていると、林 先生の罵声が

飛んでくるように感じます。先生と出会い、これまでに賜ったご指導、ご鞭撻に対し心より感謝を

込めて追悼の言葉とさせていただきます。
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ていったことは明記すべき軌跡であると思います。

また、昭和53年（1978年）に雑誌「生物試料分析」を発刊と講習会・講演会開催など行う生物試

料分析研究会（代表：林　長蔵先生）を設立された。当時、「臨床化学」発行の事務局は阪大病院

中検にあり、雑誌「臨床化学」の経済的支援として姉妹誌「生物試料分析」を発行するとお聞きし

たことがある。その後、林 先生は「臨床検査領域の実学的な研究を発表議論する場として学会を設

立する」という意向で「生物試料分析研究会」を発展的に改組して「生物試料分析科学会（The

Society of Analytical Bio-Science）」が平成１年（1989年）に創立された。本年（2015年）２月14、15

日には下村弘治（文京学院大学大学院保健医療科学研究科）集会長のもとで第25回生物試料分析科

学会年次学術集会が開催される。林 先生の「先見の明」が実を結び、これからも発展していく事を

願っておられると思います。

以下記述は公的なことではありませんがエピソードを紹介いたします。

その1：林 先生退官記念誌

先生が阪大病院中検をご退官2，3年前に集大成として、臨床化学析に関する参考書を作りたいと

言われていました。その記述形式は「日本薬局方」に準じた形式、すなわち収載医薬品について日

本国内で繁用されている医薬品の規格基準書（注釈が多く記述されている）を参考にした形式であ

る。林 先生に繋がる50数名の臨床検査技師によって執筆された。題名は「臨床化学分析の原理と実

施法」林 長蔵監修（A4サイズ690頁）が林 先生退官記念誌として1995年（平成７年）に発行（非



売品）された（表紙と扉に記載されている編集者を下記に示します）。

その2：「臨床化学つどい」

また、林 長蔵 先生（平成26年11月7日ご逝去、元大阪大学医学部付属病院中央臨床検査部助教

授）、稲生富三 先生（平成21年9月23日ご逝去、元社会保険中京病院検査部技師長）が幹事で名古

屋・大阪の臨床化学を活発化することを目的として、検査部におけるホットな話題を討論する場と

学会には発表できない研究途中のデーターの発表する場とて「臨床化学合同ゼミナール」を発足し

主宰されました。第１回開催は昭和46年（1971年）でした。昭和50年（1975年）に「臨床化学のつ

どい」改称されて平成13年（2001年）まで50回開催が続きました。

「臨床化学つどい」の歩みから下記のことを抜粋して記述します。林 先生の学問に対する真骨頂

のお考えであると思います（原文そのまま）。

その3：林 先生同門会「野郎会」

さらに、林 先生同門会としましては先生がご健在の頃は毎年「野郎会」と称して、時には一泊で

 
 
 

　頂上を極める道はいくつかある。登る手だてもいくつかある。真理を極めることは、深く 

掘りさげるという言葉で表現されることが多いが、上がることも下げることも、一様に通じ 

ることである。 

　この「臨床化学のつどい」は、ただ数分間の画一的な学会発表で、発表したことだけが記 

録に残り業績の一つになるようなことでなく、ひざをつき合わせて聞き、思考し、尋ね、訊 

ねる研究会にしたいという発想から生まれたものである。 

　自分との研究テーマとは異なっていても、極めるということは同じだし、その手だても相 

通じるものがある。 

　発想の妙も、行きづまりの打開も、その中に得られることが多くあるだろう。 

　「つどい」という言葉は、そのロマンを求めたものである。 

　この会は、ルーツをたどると昭和45年に「臨床化学合同ゼミナール」として発足し、「つ 

どい」として再発足したのが、昭和50年12月６日であった。 

　かれこれ10年を経ているが、永きだけが歴史ではないことを知るときにあるような気がす 

る。 

　「初心忘るべからず」の言葉を吾人ともどもに肝に銘じなくてはならない一里塚であろう。 

　世代の交代など、壮、若の人々にあってはならないことであろうと思う。 

　この「つどい」の中から、たくましい研究者が輩出していくことを信じている。 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和61年５月 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事長　　林　　長蔵　　　大阪大学病院　 

林　先生の直筆です。 
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遠方に出かけたりすることが多くありました。参加者数は他施設参加者も含めて50数名を数えるこ

ともあり、林 先生のご指導を受けた方がいかに多かったかを物語っているエピソードも多くありま

した（1988年晩秋、京都貴船から鞍馬に抜ける道すがらのスナップ写真を下記に示します）。

阪大病院中検退官後は済生会中津病院顧問でご在籍されて、平成10年（1998年）に退職されてか

らは、お体の調子が芳しくなく臥せられることが多くなり一線から退かれました。

昨年、平成26年（2014年）11月7日に享年89歳でご逝去されたとの訃報のお知らせが奥様からあ

りました。驚きと悲しみと「巨星おちる」の感で寂しさが一杯で暫らく放心状態でした。

私が今あるのは恩師林 長蔵先生との出会いがあったからと深く感謝申し上げまして筆をおきま

す。

公私ともに長い間ご指導いただきありがとうございました。

林 長蔵先生のご冥福を心からお祈り申し上げます。

平成27年１月26日

合掌


